
変圧器の絶縁油中に含まれる可燃性ガスを分析することにより、
変圧器の内部異常を早期に発見することができます。

絶縁油中ガス抽出装置はストリッピング方式（バブリング法）
を採用し、分析装置は高感度ガスクロマトグラフを使用して
います。
専用ソフトにより迅速で高性能の解析を行い、検出されたガス
量とその組成から過熱や放電等の内部異常を診断することが
できます。また、定期的な診断により内部異常の早期発見やそ
の進展度を把握できます。

絶縁油中ガス分析　採油量：135mℓ　標準納期：3週間　測定推奨周期：1～3年

可燃性ガス発生のメカニズム

内部異常の診断

絶縁油特性試験　採油量：1ℓ　標準納期：3週間　測定推奨周期：1～3年

変圧器内部異常診断３つの特徴
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早期診断で、思いがけない変圧器の停電事故が未然に防げます！

内部異常例

様相診断

放電によるコイルの焼損・変形

ガス量経年変化グラフ
ガスパターン表・異常診断図

ガスパターン・ガス組成比の組み合わせにより内部異常を診断

放電痕

判定基準：電気協同研究 第54巻　第5号（その1）「油入変圧器の保守管理」
 第65巻　第1号「電力用変圧器改修ガイドライン」より

判定基準：電気・石油学会「電気絶縁油保守管理指針」より

判定基準：弊社社内基準

人間に例えると定期健康診断を受診し、血液検査を行うようなもの！ガスクロマトグラフ

可燃性ガス： CO・H2・CH4・C2H6・C2H4・C2H2
大気成分： N2・O2・CO2

計9成分の分析が可能！

絶縁油の電気特性や化学特性を調べることで、
劣化の状態を判断することができます。

変圧器を停止する必要はありません。
運転状態で、変圧器下部の排油バルブより絶縁油を採取いたします。 ①
※排油バルブが取り付けられていない変圧器は、停電が必要です。

絶縁油の採取から診断まで責任施工です。
弊社の技術員が絶縁油の採取から分析・診断までいたします。
また、採油委託店制度により緊急時の迅速な対応が可能です。 ②
※緊急時は試料受取り後４時間以内に報告いたします。

抱負な経験と変圧器メーカーとしての的確な判断。
約40,000件の診断実績と、変圧器メーカーとしての技術力により、的確な判断・
アドバイスをいたします。

③

絶縁油の劣化診断
標準試験４項目

〈水分試験〉絶縁油の間接的評価
絶縁油中の水分が増加すると絶縁破壊電圧は低下し、絶縁紙の劣化も促進されます。

〈絶縁破壊電圧試験〉絶縁油の絶縁性評価
耐電圧は油中の水分やごみ、絶縁物の繊維などの影響を受け低下します。絶縁油は変圧器の主要
絶縁をなすものであり、耐電圧の低下は変圧器の絶縁破壊事故の重大要因となります。

〈体積抵抗率試験〉絶縁油の絶縁性評価
体積抵抗率は変圧器の巻線－大地間の絶縁抵抗値と直接相関があり、絶縁油の温度上昇や油中
に存在する水分、劣化物などによっても影響されます。

〈酸価試験〉絶縁油劣化の化学的評価
絶縁油の劣化の程度を有機酸の全量として、化学的に定量した酸価値で評価します。油中の水分
や不純物の混入、酸化により酸価値が増加すると絶縁物の劣化を促進させ、絶縁性低下の原因に
もなります。

その他試験５項目
〈誘電正接試験〉　〈色相試験〉　〈比重試験〉　〈引火点試験〉　〈界面張力試験〉

水分試験装置 絶縁破壊電圧試験装置 体積抵抗率試験装置 酸価試験装置
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